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観点別評価から評定へ 

 

・各教科の評価・評定は絶対評価。下のような「評価基準」を設け、達成率に基づいて評価・評定を出す。 

・観点別評価は、全教科３観点でそれぞれ達成率を算出し、Ａ・Ｂ・Ｃの評価をつける。さらにこれを総

括的に見て、５・４・３・２・１の評定を出す。 

・全教科、三つの観点の比率は１：１：１で評定を算出します。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ※観点別学習状況の評価の A については、その実現状況に幅があり、B に近い A もあるため、

各観点が全て Aでも、必ずしも５にはならない。また、観点学習状況の評価の C についても B に

近い C もあるため、各観点が全て Cでも、必ずしも１にはならない。 

 

評　定

特に高い程度のもの

十分満足できる

おおむね満足できる

努力を要する

一層努力を要する
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観点別学習状況の評価
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◎各観点が全て A ならば ⇒ 評定は４以上になる（３，２，１にはならない） 

◎各観点が全て B ならば ⇒ 評定は３となる（５，４，２，１にはならない） 

◎各観点が全て C ならば ⇒ 評定は２以下になる（５，４，３にはならない） 


